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学位論文審査結果報告書 
平成 29年 7月 6日 
大学院医学研究科長様 
下記のとおり学位審査を終了したので報告いたします。 
 
氏名：金子真利 
学位論文題名 
Serum cytokine concentrations, chorioamnionitis and the onset of bronchopulmonary dysplasia 
in premature infants（邦題名；早期産児における血清サイトカイン濃度および絨毛膜羊膜炎と気管支
肺異形成症の発症について） 
著者は、早期産児の気管支肺異形成症（BPD) と母体絨毛膜羊膜炎（CAM）による胎児・新生児の高サ
イトカイン血症の関連性を調べるため、在胎 23週から 32週の早期産児 36例から採血し、血清サイト
カイン濃度を経時的に測定した。その結果、日齢 0において、CAM群（17例）の 7種類のサイトカイン
が非 CAM群（19例）に比べ高値を示していたが、日齢 7ではいずれのサイトカインも低下して、両群間
に有意差は認めなかった。一方、日齢 0の血清 IL-12p70濃度が BPD群（16例）で非 BPD群（15例）よ
りも低値であり、ロジスティック回帰分析で日齢 0の血清 IL-12p70濃度の低下は BPDの発症リスクを
増加させていた。本研究より、CAMによる早期産児の血清サイトカインの上昇は BPD発症の直接因子で
はないことが示され、また、早産児の血清 IL-12p70濃度低下が CAMとは無関係な BPD発症の新たな予
測マーカーになりうる可能性が示された。 
論文審査時には、1.児の血清サイトカインの由来は何か。母体の血清サイトカインとの相関はあるか 
2.CAM群に限定した場合の血清サイトカインと BPD発症の関連性はあるか 3.過去の報告（Ref 5; 
Paananenら）との整合性について 4. 本研究の臨床応用の展望について、質問がなされた。それぞ
れ、1. 母体サイトカインと考えられるが、母体サイトカインは測定しておらず、母体血清サイトカイ
ンと児血清サイトカインの相関が明らかでないことは Limitationである。2.同解析も行い、IL-12p70
のみで有意差を示しいることを確認しているが、層別化による症例数の減少から、統計学的パワー不足
により、在胎週数の影響が除外できなかった。 3.先行研究では、RDS発症率と人工換気施行率の違いが
あることが結果に影響している可能性がある。4.切迫早産や CAMに対する児娩出のタイミングとして、
母体血清 IL-12p70は一つのマーカーになりうるかどうかを、臨床医への指標として応用する余地はあ
ると考える、との返答であった。 
質問に対する回答が確認できたため、本論文は学位相当と判断された。 
論文審査委員  主査 藤森 敬也 
   副査 ケネス E. ノレット 
   副査 齋藤 純平 
